
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 議 案 ３ 】 

下関市地域公共交通計画（案）について
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令
和

７
年

５
月

下
関

市
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１
．

下
関

市
地

域
公

共
交

通
（

案
）

の
概

要
第

１
章

　下
関

市
地

域
公

共
交

通
計

画
に

つ
い

て
第

２
章

　下
関

市
の

現
状

と課
題

第
３

章
　計

画
の

目
標

と基
本

方
針

第
４

章
　目

標
達

成
に

向
け

た
施

策
第

５
章

　計
画

の
評

価
・推

進

２
．

地
元

意
見

交
換

会
の

開
催

状
況

及
び

主
な

ご
意

見
３

．
パ

ブ
リッ

クコ
メン

トの
概

要
及

び
主

な
ご

意
見

４
．

原
案

か
らの

主
な

変
更

点

は
じめ

に
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１
．
下
関
市
地
域
公
共
交
通
（案
）の
概
要
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第
１
章
　
下
関
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

〇
地

域
社

会
に

とっ
て

「移
動

」は
、暮

らし
と産

業
を

支
え

、地
域

づ
くり

に
欠

か
せ

な
い

も
の

で
、特

に
公

共
交

通
は

　 
交

通
弱

者
に

とっ
て

不
可

欠
な

社
会

イン
フラ

。
〇

一
方

で
、公

共
交

通
利

用
者

の
減

少
、事

業
者

の
収

益
低

下
、利

便
性

低
下

で
更

に
利

用
者

が
減

少
す

る
とい

う
　 

悪
循

環
に

陥
って

い
る

。
〇

本
市

が
「住

む
人

、訪
れ

る
人

に
選

ば
れ

る
ま

ち
」で

あ
る

た
め

に
は

、都
市

の
魅

力
が

必
要

。
〇

人
口

減
少

下
で

も
都

市
機

能
・日

常
生

活
サ

ー
ビス

を
維

持
す

る
必

要
が

あ
る

。
〇

これ
らを

踏
ま

え
、地

域
に

とっ
て

望
ま

しい
交

通
サ

ー
ビス

に
つ

い
て

示
した

、地
域

公
共

交
通

計
画

の
策

定
を

進
め

る
　 

も
の

。

改
正

の
概

要
●

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
「地

域
公

共
交

通
　 

計
画

」（
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

）
の

作
成

●
地

域
に

お
け

る
協

議
の

促
進

●
輸

送
資

源
の

総
動

員
に

よ
る

移
動

手
段

の
確

保
●

既
存

の
公

共
交

通
サ

ー
ビス

の
改

善
の

　 
徹

底活
性

化
再

生
法

の
改

正
(R

2)

改
正

の
概

要
●

「連
携

と協
働

」の
促

進
の

た
め

の
必

要
な

事
項

の
　 

追
加

、ま
ち

づ
くり

との
連

携
に

関
す

る
記

載
の

充
実

●
地

域
公

共
交

通
利

便
増

進
事

業
の

留
意

事
項

の
　 

追
加

活
性

化
再

生
法

の
改

正
(R

5)

準
拠

準
拠

活 性 化 再 生 法 の 改 正

(H
26

)
準

拠

「下
関

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

」

１
．

背
景

と趣
旨

(H
19

)

( ※ 以 下 、 地 域 公 共 交 通 活 性 化 再 生 法 と い う ）

地 域 公 共 交 通 の 活 性 化 及 び

再 生 に 関 す る 法 律 ※ 　 施 行
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下
関

市
都

市
計

画
マス

ター
プラ

ン（
R4

.3
）

下
関

市
地

域
公

共
交

通
計

画

下
関

市
立

地
適

正
化

計
画

（
R7

.○
）

〈関
連

計
画

〉

等
各

分
野

に
お

け
る

計
画

第
3期

下
関

市
まち

・ひ
と・

しご
と創

生
総

合
戦

略
（

R7
.3

）

下
関

市
連

携
中

枢
都

市
圏

ビジ
ョン

（
R7

.3
）

下
関

市
中

心
市

街
地

に
ぎ

わ
い

プラ
ン

（
R6

.1
2）

第
3次

下
関

市
総

合
計

画
（

R7
.3

）

〈上
位

計
画

〉

下
関

市
土

地
管

理
構

想
（

豊
田

・豊
北

地
域

）
（

R7
.○

）

第
１
章
　
下
関
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

２
．

計
画

区
域

・下
関

市
全

域

３
．

計
画

期
間

・令
和

７
（

20
25

）
年

度
～

令
和

１
１

（
20

29
）

年
度

の
５

年
間

   
【参

考
】　

現
行

　「
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

」：
H2

9（
20

18
）

年
度

～
R8

（
20

27
）

年
度

の
10

年
間

４
．

計
画

の
位

置
づ

け
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資
料

：R
2

国
勢

調
査

 

第
２
章
　
下
関
市
の
現
状
と
課
題

１
．

社
会

経
済

情
勢

●
人

口
減

少
と高

齢
化

の
進

展
●

市
街

地
地

域
の

郊
外

部
及

び
総

合
支

所
管

内
に

お
い

て
は

、
　 

人
口

密
度

が
低

く、
拠

点
が

点
在

資
料

：
20

20
年

まで
→

下
関

市
「統

計
しも

の
せ

き（
地

区
別

）
」、

　2
02

5年
以

降
→

推
計

値
は

国
立

社
会

保
障

・人
口

問
題

研
究

所
　『

日
本

の
地

域
別

将
来

推
計

人
口

』（
令

和
5（

20
23

）
年

推
計

）

 

地
 
域

 
人

口
減

少
（
2

0
2

0
/
1
9

8
0

）
 

高
齢

化
率

 
（
2

0
2

0
）
 

全
体

 
7

8
％

 
3

6
％

 

市
街

地
地

域
 

8
0

％
 

3
4

％
 

菊
川

地
域

 
9

0
％

 
3

9
％

 

豊
浦

地
域

 
7

4
％

 
4

4
％

 

豊
田

地
域

 
5

4
％

 
5

0
％

 

豊
北

地
域

 
4

4
％

 
5

5
％
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0
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60
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H2
0

H2
1
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2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3

輸
送
人
員

車
両
数
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13
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H28
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山
陽
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線

山
陰

本
線
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十

万
人
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1.
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40
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下
関

市
全

域
)

鉄
道

バ
ス

自
動

車
二

輪
車

徒
歩

第
２
章
　
下
関
市
の
現
状
と
課
題

２
．

公
共

交
通

の
現

状
と課

題
●

自
動

車
利

用
へ

の
依

存
傾

向
●

公
共

交
通

利
用

者
の

減
少

資
料

：
平

成
11

年
全

国
都

市
O

D
調

査
、H

27
下

関
市

パ
ー

ソン
トリ

ップ
調

査
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7
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0

42
3

34
1

27
8
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00
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1
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4
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5
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7
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H2
9
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0

R1
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R3
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R5

菊
川
・
内
日
地
域
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地
域

豊
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地
域

（
人
）

資
料

：
H2

7下
関

市
パ

ー
ソン

トリ
ップ

調
査
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第
２
章
　
下
関
市
の
現
状
と
課
題

２
．

公
共

交
通

の
現

状
と課

題
●

鉄
道

・バ
ス

に
よ

る
人

口
カ

バ
ー

率
は

約
8割

●
地

域
に

よ
りカ

バ
ー

率
に

格
差

あ
り

 

※
公

共
交

通
カ

バ
ー

圏
と

は
 

バ
ス

停
か

ら
半

径
3

0
0

m
 

鉄
道

駅
か

ら
半

径
8

0
0

m
圏

を
対

象

※
 

<
市

街
地

拡
大

>

地
区

下
関

市
人

口
総

数
(人

)

公
共

交
通

カ
バ

ー
圏

域
人

口
(人

)
鉄

道
:半

径
8

0
0

m
圏

バ
ス

:半
径

3
0

0
m

圏

公
共

交
通

人
口

カ
バ

ー
割

合
(％

)

下
関

市
2

5
5

,0
5

1
2

0
0

,7
1
2

7
8

.7
%

市
街

地
地

域
2

1
9

,0
7

8
1

7
3

,3
6

7
7

9
.1

%

菊
川

地
域

7
,2

3
1

6
,0

9
8

8
4

.3
%

豊
田

地
域

4
,6

2
0

2
,7

7
7

6
0

.1
%

豊
浦

地
域

1
6

,2
3

2
1

2
,9

9
2

8
0

.0
%

豊
北

地
域

7
,8

9
0

5
,4

7
8

6
9

.4
%

資
料

：
R2

国
勢

調
査

25
0m

人
口

メッ
シ

ュ、
R4

鉄
道

デ
ー

タ(
国

土
数

値
情

報
)、

   
   

   
サ

ン
デ

ン
交

通
GT

FS
デ

ー
タ（

R6
.3

時
点

）
、ブ

ル
ー

ライ
ン

交
通

GT
FS

デ
ー

タ（
R6

.4
時

点
）

、 
 

   
   

   
下

関
市

生
活

バ
ス

HP
下

関
市

都
市

計
画

基
礎

調
査

結
果

（
令

和
４

年
度

）
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2
0

代

1
%

3
0

代

9
%

4
0

代

2
2

%

5
0

代

4
4

%

6
0

～
6

4
歳

2
2

%6
5

歳
以

上
～

2
%

R
6

運
転

者
数

2
2

9
人

4
0

代

1
2

%

5
0

代

3
2

%
6

0
～

6
4

歳

2
8

%

6
5

歳
以

上
～

2
8

%

R
6

運
転

者
数

2
5

人

第
２
章
　
下
関
市
の
現
状
と
課
題

２
．

公
共

交
通

の
現

状
と課

題
●

運
転

手
不

足
・高

齢
化

●
バ

ス
事

業
者

の
厳

しい
経

営
状

況

2
6

3

2
5

2
2

5
5

2
4

9
2

4
1

2
2

9

2
0

0

2
2

0

2
4

0

2
6

0

2
8

0

3
0

0

H
3

1
R

2
R

3
R

4
R

5
R

6

（
人

）

2
5

2
5

2
6

2
7

2
5

2
5

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

3
0

H
3

1
R

2
R

3
R

4
R

5
R

6

（人
）

■
サ

ン
デ

ン
交

通
（

株
）

■
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
交

通
（

株
）

■
サ

ンデ
ン交

通
（

株
）

■
ブル

ー
ライ

ン交
通

（
株

）

資
料

：
下

関
市

資
料

：
下

関
市

■
サ

ンデ
ン交

通
（

株
）

資
料

：
下

関
市

60
歳

以
上

が
2割

以
上

60
歳

以
上

が
５

割
以

上

■
山

口
県

に
お

け
る

タ
ク

シ
ー

運
転

手
　・

全
産

業
労

働
者

の
平

均
年

齢

資
料

：
一

般
社

団
法

人
 全

国
ハ

イヤ
ー

・タ
クシ

ー
連

合
会

HP
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第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

１
．

計
画

の
目

標
と基

本
方

針
の

検
討

・公
共

交
通

の
負

の
ス

パ
イラ

ル
を解

消
す

る
た

め
、「

達
成

す
べ

き目
標

」を
定

め
、各

課
題

に
対

す
る

３
つ

の
基

本
方

針
を検

討
し、

方
向

性
を示

して
い

く。
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　・
３

つ
（

都
市

拠
点

、地
域

拠
点

、集
落

拠
点

）
の

拠
点

と
　　

拠
点

間
の

取
組

の
方

向
性

を明
示

。

第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

２
．

基
本

方
針

の
考

え
方

Ⅰ
．

ま
ち

づ
くり

と連
動

した
持

続
可

能
な

公
共

交
通

ネ
ット

ワ
ー

ク
の

構
築

①
 下

関
市

に
お

け
る

将
来

都
市

構
造

（
コン

パ
ク

トプ
ラ

ス
ネ

ット
ワ

ー
ク

の
ま

ち
づ

くり
）

との
連

携

■
都

市
拠

点
　
⇒
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
（ア
プ
リ
等
）

　
　

 新
た
な
移
動
手
段
の
検
討
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
）

■
地

域
拠

点
　
⇒
路
線
バ
ス
・
生
活
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
維
持

　
　

  新
た
な
移
動
手
段
の
検
討

　
　

  他
分
野
と
の
連
携
・協
働

■
集

落
拠

点
　
⇒
路
線
バ
ス
・
生
活
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
維
持

　
　

 あ
ら
ゆ
る
輸
送
資
源
の
総
動
員

　
   

 新
た
な
移
動
手
段
の
検
討

 　
   
他
分
野
と
の
連
携
・協
働

■
拠

点
間

　
⇒
各
拠
点
間
の
連
携
軸
を
維
持

 　
   
交
通
結
節
点
に
お
け
る
機
能
強
化

資
料

：
「下

関
市

都
市

計
画

マス
ター

プラ
ン

」（
R4

.3
 下

関
市

）
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第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

２
．

基
本

方
針

の
考

え
方

Ⅰ
．

ま
ち

づ
くり

と連
動

した
持

続
可

能
な

公
共

交
通

ネ
ット

ワ
ー

ク
の

構
築

・立
地

適
正

化
計

画
等

の
考

え
方

を
「地

域
公

共
交

通
計

画
」に

反
映

②
 下

関
市

立
地

適
正

化
計

画
及

び
下

関
市

土
地

管
理

構
想

（
豊

田
・豊

北
地

域
）

との
連

携

●
居
住
誘
導
区
域

　
鉄
道
駅
の
利
用
圏
（
半
径

80
0ｍ
）
及
び
運
行
本
数
が
お
お
む
ね

片
道

30
 本

/日
以
上
の
バ
ス
路
線
上
の
バ
ス
停
の
利
用
圏
（
半
径

30
0ｍ
）
に
設
定

●
都
市
機
能
誘
導
区
域

　
拠
点
の
核
と
な
る
施
設
か
ら
の
徒
歩
圏
（
半
径
８
０
０
ｍ
圏
内
）
を

基
本
的
な
範
囲
と
し
、
公
共
交
通
の
利
便
性
、
用
途
地
域
、
都
市
機

能
の
集
積
状
況
等
を
勘
案
し
た
区
域

●
集
落
拠
点

　
豊
田
・
豊
北
地
域
の
支
所
周
辺
エ
リ
ア
で
、
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス

施
設
が
立
地
し
や
す
く
、
公
共
交
通
や
自
家
用
車
で
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
エ
リ
ア
（
主
要
幹
線
道
路
、
幹
線
道
路
の
沿
道

30
0ｍ
、
バ
ス

停
留
所
か
ら

30
0ｍ
圏
）
や
、
す
で
に
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
が

連
担
し
て
立
地
す
る
エ
リ
ア

居
住
誘
導
区
域
等
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に

…
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第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

２
．

基
本

方
針

の
考

え
方

Ⅰ
．

ま
ち

づ
くり

と連
動

した
持

続
可

能
な

公
共

交
通

ネ
ット

ワ
ー

ク
の

構
築

③
 持

続
可

能
な

公
共

交
通

ネ
ット

ワ
ー

ク
の

構
築

・公
共

交
通

ネ
ット

ワ
ー

クを
分

類
し、

そ
の

位
置

づ
け

や
方

向
性

を
明

示
。

・分
類

した
路

線
に

つ
い

て
は

、そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
に

応
じて

路
線

の
再

編
、サ

ー
ビス

水
準

の
向

上
や

地
域

の
実

情
に

応
じた

様
々

な
交

通
モー

ドに
よ

り維
持

・確
保

。

分
類

区
間

（
※

1）
方

向
性

幹
線

●
JR

 山
陽

本
線

、J
R 

山
陰

本
線

●
下

関
市

都
市

計
画

マス
ター

プラ
ンに

お
け

る
　　

・都
市

拠
点

同
士

を結
ぶ

主
要

路
線

　　
・都

市
拠

点
と地

域
拠

点
を結

ぶ
主

要
路

線
　　

・都
市

拠
点

と集
落

拠
点

を結
ぶ

主
要

路
線

●
下

関
市

立
地

適
正

化
計

画
に

お
け

る
都

市
機

能
誘

導
　 

区
域

及
び

居
住

誘
導

区
域

の
区

域
内

を運
行

し、
　

　 
運

行
本

数
が

片
道

概
ね

30
本

／
日

以
上

の
路

線

交
通

モー
ド：

鉄
道

、路
線

バ
ス

・路
線

の
維

持
・確

保
・サ

ー
ビス

水
準

の
維

持
・向

上
・利

便
性

の
向

上
・結

節
機

能
強

化

支
線

●
下

関
市

都
市

計
画

マス
ター

プラ
ンに

お
け

る
　　

・都
市

拠
点

同
士

を結
ぶ

幹
線

以
外

の
路

線
　　

・都
市

拠
点

と地
域

拠
点

を結
ぶ

幹
線

以
外

の
路

線
　　

・都
市

拠
点

と集
落

拠
点

を結
ぶ

幹
線

以
外

の
路

線
　　

・地
域

拠
点

同
士

を結
ぶ

路
線

　　
・集

落
拠

点
同

士
を結

ぶ
路

線
●

本
市

拠
点

と隣
接

他
市

を結
ぶ

路
線

●
特

定
の

都
市

機
能

施
設

（
※

2）
へ

アク
セ

ス
す

る
　　

こと
を目

的
とし

た
路

線
  

交
通

モー
ド：

路
線

バ
ス

、生
活

バ
ス

等
　 

・幹
線

を補
完

　 
・必

要
な

サ
ー

ビス
水

準
を検

討
し、

　　
 路

線
の

維
持

・確
保

生
活

交
通

●
上

記
の

幹
線

及
び

支
線

に
属

さな
い

路
線

  

交
通

モー
ド：

路
線

バ
ス

、生
活

バ
ス

、タ
クシ

ー
等

・日
常

生
活

機
能

の
維

持
・確

保
・交

通
不

便
地

域
にお

け
る移

動
を確

保
※

1：
幹

線
・支

線
の

区
間

に
つ

い
て

は
、表

中
に

示
す

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
路

線
とす

る
。

※
2：

特
定

の
都

市
機

能
施

設
とは

、病
院

、商
業

施
設

等
をい

う。
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③
 持

続
可

能
な

公
共

交
通

ネ
ット

ワ
ー

ク
の

構
築

第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

２
．

基
本

方
針

の
考

え
方

Ⅰ
．

ま
ち

づ
くり

と連
動

した
持

続
可

能
な

公
共

交
通

ネ
ット

ワ
ー

ク
の

構
築
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Ⅱ
．

地
域

公
共

交
通

の
リ・

デ
ザ

イ
ン

に
よ

る
公

共
交

通
サ

ー
ビス

の
ア

ップ
デ

ー
ト

第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

２
．

基
本

方
針

の
考

え
方

①
 既

存
の

地
域

公
共

交
通

の
ア

ップ
デ

ー
ト

・地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
た

交
通

手
段

の
見

直
し

②
　新

技
術

・新
制

度
・デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

・ラ
イド

シ
ェア

の
導

入
を推

進
・新

技
術

・デ
ジ

タル
技

術
の

活
用

（
自

動
運

転
、A

I化
）

等

資
料

：「
地

域
公

共
交

通
計

画
等

の
作

成
と

運
用

の
手

引
き

 [
実

践
編

]」
（R

5
.1

0
）

資
料

：「
地

域
公

共
交

通
の

「リ
・デ

ザ
イ

ン
」」

国
土

交
通

省
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Ⅱ
．

地
域

公
共

交
通

の
リ・

デ
ザ

イ
ン

に
よ

る
公

共
交

通
サ

ー
ビス

の
ア

ップ
デ

ー
ト

第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

２
．

基
本

方
針

の
考

え
方

③
 交

通
モ

ー
ドの

方
向

性
・各

地
域

に
存

在
す

る
従

来
の

公
共

交
通

体
系

を
アッ

プ
デ

ー
トし

、最
大

限
活

用
す

る
とと

も
に

、地
域

課
題

等
に

応
じた

新
た

な
交

通
サ

ー
ビス

導
入

を
検

討

 

交
通
モ
ー
ド

方
向
性

　
【
鉄
道
】

・
市
域
全
体
を
幹
線
と
し
て
位
置
付
け

・
将
来
的
に
も
維
持

・
鉄
道
駅
の
拠
点
性
強
化
を
推
進
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
）

　
【
路
線
バ
ス
】

・
路
線
を
維
持
・
確
保

・
既
存
路
線
網
の
再
編
を
促
進

・
自
動
運
転
等
新
た
な
技
術
や
移
動
手
段
の
導
入
を
検
討

　
【
生
活
バ
ス
】

・
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運
行
体
系
へ
の
再
編

・
AI
に
よ
る
配
車
・
運
行
、
他
交
通
モ
ー
ド
へ
の
転
換
等
を
柔
軟
に
検
討

・
地
域
内
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

　
【
タ
ク
シ
ー
】

・
タ
ク
シ
ー
を
公
共
交
通
と
し
て
位
置
付
け

・
デ
ジ
タ
ル
等
の
活
用
に
よ
り
、
そ
の
利
便
性
を
高
め
る

・
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
導
入
も
検
討

　
（
グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
）

　
【
そ
の
他
】

・
地
域
の
輸
送
資
源
を
総
動
員
し
、
移
動
手
段
の
確
保

・
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
・
技
術
の
導
入

　
（

M
aa

S（
マ
ー
ス
）
、
自
動
運
転
等
）
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・官
民

の
共

創
（

エ
リア

一
括

協
定

運
行

等
）

・他
分

野
を含

め
た

共
創

（
医

療
・福

祉
等

垣
根

を
超

え
た

　　
連

携
事

業
）

Ⅲ
．

共
創

に
よ

って
み

ん
な

で
支

え
る

公
共

交
通

の
実

現

第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

２
．

基
本

方
針

の
考

え
方

①
　多

様
な

主
体

との
連

携
・協

働
②

　市
民

意
識

の
醸

成
・鉄

道
駅

や
最

寄
りバ

ス
停

ま
で

の
ア

クセ
ス

性
の

向
上

（
サ

イク
ル

ア
ンド

ライ
ド、

キ
ス

アン
ドラ

イド
の

推
進

等
）

・J
R利

用
促

進
協

議
会

な
ど公

共
交

通
利

用
を

図
る

イベ
ント

や
情

報
提

供
等

の
実

施
・低

公
害

車
の

導
入

な
ど環

境
負

荷
を

低
減

す
る

取
組

推
進
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第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

（都
市

拠
点

）

●
駅

を
中

心
に

都
市

機
能

誘
導

区
域

内
に

お
け

る
周

遊
性

を
高

め
、
ま

ち
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

た
施

策
を

推
進

●
ア

プ
リ

等
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

や
ラ

イ
ド

シ
ェ

ア
等

、
新

た
な

移
動

手
段

の
検

討

●
観

光
客

を
含

む
様

々
な

利
用

者
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

3．
地

域
別

の
方

向
性

１
）

市
街

地
地

域

（地
域

拠
点

）

●
都

市
拠

点
へ

ア
ク

セ
ス

し
、
都

市
機

能
を

支
え

る

●
各

地
域

の
拠

点
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

を
強

化

●
最

寄
り

駅
ま

で
の

サ
イ

ク
ル

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

や
キ

ス
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
を

推
進

●
各

地
域

拠
点

ま
で

の
集

積
性

を
高

め
る
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第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

3．
地

域
別

の
方

向
性

２
）

菊
川

地
域

●
J
R

小
月

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
や

菊
川

～
豊

田
地

域
間

に
つ

い
て

は
、
現

在
の

路
線

バ
ス

を
連

携
軸

と
し

て
維

持
・確

保

●
生

活
バ

ス
は

、
利

用
者

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
、
A

I
オ

ン
デ

マ
ン

ド
交

通
の

導
入

等
、
新

技
術

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

を
検

討

●
医

療
や

福
祉

・
観

光
等

多
様

な
主

体
と

連
携

し
、

地
域

の
あ

ら
ゆ

る
輸

送
資

源
の

総
動

員
、
交

通
の

空
白

地
域

・
時

間
帯

を
中

心
に

、
タ

ク
シ

ー
等

を
利

用
し

た
新

た
な

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
を

検
討
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第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

3．
地

域
別

の
方

向
性

３
）

豊
浦

地
域

●
南

北
を

縦
貫

す
る

J
R

山
陰

本
線

を
基

軸
と

し
て

、
豊

浦
～

都
市

拠
点

・豊
北

地
域

間
を

連
携

し
、
サ

ー
ビ

ス
水

準
の

維
持

・
向

上

●
J
R

川
棚

温
泉

駅
は

、
鉄

道
や

路
線

バ
ス

と
の

交
通

結
節

点
と

し
て

、
サ

イ
ク

ル
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
や

キ
ス

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

の
推

進
  
観

光
の

玄
関

口
と

し
て

の
機

能
の

維
持

・
向

上

●
J
R

小
串

駅
以

北
も

含
め

、
J
R

山
陰

本
線

の
利

用
促

進

●
地

域
内

は
、
豊

浦
の

総
合

支
所

周
辺

を
拠

点
と

し
、
現

在
の

鉄
道

、
路

線
バ

ス
、
タ

ク
シ

ー
、

N
P

O
法

人
に

よ
る

運
行

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

移
動

手
段

を
確

保

  
利

用
者

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
、
こ

れ
ら

の
移

動
手

段
の

再
編
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第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

3．
地

域
別

の
方

向
性

４
）

豊
田

地
域

●
南

北
を

縦
貫

す
る

バ
ス

路
線

を
基

軸

　
 
豊

田
～

都
市

拠
点

・
菊

川
地

域
間

は
、
現

在
の

路
線

バ
ス

を
連

携
軸

と
し

、
維

持
・
確

保

●
豊

田
～

豊
北

地
域

間
は

、
現

在
の

路
線

バ
ス

等
に

よ
り

連
携

  
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、
交

通
モ

ー
ド

等
の

見
直

し
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

維
持

・
確

保

●
地

域
内

は
、
豊

田
の

総
合

支
所

周
辺

を
拠

点
と

し
、
現

在
の

路
線

バ
ス

、
生

活
バ

ス
、
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

移
動

手
段

を
確

保

●
生

活
バ

ス
に

つ
い

て
、
利

用
者

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
て

、
A

Iオ
ン

デ
マ

ン
ド

交
通

の
導

入
等

、
新

技
術

・デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
を

検
討

●
医

療
や

福
祉

・
観

光
等

多
様

な
主

体
と

連
携

し
、
地

域
の

あ
ら

ゆ
る

輸
送

資
源

の
総

動
員

、
交

通
の

空
白

地
域

・
時

間
帯

を
中

心
に

、
タ

ク
シ

ー
等

を
利

用
し

た
新

た
な

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
を

検
討
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第
３
章
　
計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

3．
地

域
別

の
方

向
性

５
）

豊
北

地
域

●
地

域
内

は
、
豊

北
の

総
合

支
所

周
辺

を
地

域
内

の
拠

点
と

し
、

現
在

の
鉄

道
、
路

線
バ

ス
、
生

活
バ

ス
、
タ

ク
シ

ー
、
N

P
O

法
人

に
よ

る
運

行
サ

ー
ビ

ス
を

活
用

し
移

動
手

段
を

確
保

●
生

活
バ

ス
に

つ
い

て
、
A

Iオ
ン

デ
マ

ン
ド

交
通

の
導

入
等

、
新

技
術

・デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

つ
い

て
検

討

●
医

療
や

福
祉

・
観

光
等

、
多

様
な

主
体

と
連

携
し

、
地

域
の

あ
ら

ゆ
る

輸
送

資
源

の
総

動
員

や
、
交

通
の

空
白

地
域

・
時

間
帯

を
中

心
に

、
タ

ク
シ

ー
等

を
利

用
し

た
新

た
な

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
を

検
討
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２
．

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
第
４
章
　
目
標
達
成
に
向
け
た
施
策

１
．

目
標

達
成

に
向

け
た

施
策

・3
つ

の
基

本
方

針
に

基
づ

き、
具

体
的

な
施

策
に

取
り組

む
。
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第
４
章
　
目
標
達
成
に
向
け
た
施
策

２
．

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
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第
５
章
　
計
画
の
評
価
・
推
進

１
．

評
価

指
標

と目
標

値
の

設
定

１
）

評
価

指
標

・目
標

値
の

設
定

２
）

モ
ニ

タ
リン

グ
指

標
・評

価
指

標
とあ

わ
せ

、定
期

的
に

収
集

で
き

る
デ

ー
タの

活
用

を
基

本
とし

た
モニ

タリ
ング

指
標

を
設

定
・計

画
の

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

状
況

を
把

握
す

る
た

め
、　

5つ
の

評
価

指
標

とそ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

目
標

値
を設

定
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第
５
章
　
計
画
の
評
価
・
推
進

２
．

推
進

体
制

・計
画

の
推

進
に

あ
た

って
は

、法
定

協
議

会
を

最
大

限
活

用
し、

多
様

な
主

体
が

連
携

・協
議

を
図

り、
 機

動
的

・横
断

的
な

実
行

体
制

を
構

築

※
運

行
事

業
者

が
乗

合
事

業
を

新
た

に
始

め
る

場
合

、
2

ヶ
月

前
ま

で
に

事
業

認
可

申
請

が
必

要

法
定

協
議

会
等

に
お

け
る

合
意

形
成

プ
ロ

セ
ス

路
線

設
定

の
有

無
の

確
認

路
線

延
長

へ
向

け
た

関
係

者
へ

の
意

見
照

会

事
業

者
に

よ
る

運
輸

局
へ

の
手

続
き

運
行

系
統

の
届

出
（3

0
日

前
）

運
賃

・料
金

の
届

出
（3

0
日

前
）

停
留

所
間

の
キ

ロ
程

の
届

出
（事

後
）

バ
ス

停
設

置
に

向
け

た
関

係
者

へ
の

意
見

照
会

運 行 系 統 ・ バ ス 停 案 の 作 成

路
線

の
認

可
申

請
（1

ヵ
月

前
）

運
行

系
統

の
届

出
（3

0
日

前
）

運
賃

・料
金

の
届

出
（3

0
日

前
）

停
留

所
間

の
キ

ロ
程

の
届

出
（事

後
）

停
留

所
の

届
出

（事
後

）
運

賃
・料

金
の

届
出

（3
0

日
前

）
停

留
所

間
の

キ
ロ

程
の

届
出

（事
後

）

路
線

設
定

あ
り

路
線

設
定

な
し

運
行

系
統

上
に

路
線

が
設

定
さ

れ
て

い
る

か
否

か
を

運
行

事
業

者
に

確
認 公

安
委

員
会

、
道

路
管

理
者

、
地

権
者

に
バ

ス
停

設
置

に
問

題
な

い
か

確
認

公
安

委
員

会
（
警

察
）
、
　

道
路

管
理

者
に

幅
員

・
道

路
形

状
に

問
題

な
い

か
確

認

ダ
イ

ヤ
の

検
討

運
行

回
数

の
届

出
（事

後
）

始
発

・終
発

時
刻

、
運

行
時

刻
の

届
出

（事
後

）

ル ー ト （ 路 線 ・ 運 行 系 統 ） ダ イ ヤ 運 行 エ リ ア

乗
降

地
点

（停
留

所
）の

設
置

に
向

け
た

関
係

者
へ

の
意

見
照

会

営
業

区
域

の
認

可
申

請
（1

ヶ
月

前
）

運
送

の
区

間
等

の
届

出
（事

前
）

運
賃

・料
金

の
届

出
（3

0
日

間
）

※
運

行
事

業
者

が
乗

合
事

業
を

新
た

に
始

め
る

場
合

、
2

ヶ
月

前
ま

で
に

事
業

認
可

申
請

が
必

要

●
営

業
区

域
外

に
地

点
を

設
置

す
る

場
合

運
送

の
区

間
等

の
届

出
（事

前
）

運
賃

・料
金

の
届

出
（3

0
日

間
）

営
業

区
域

を
新

設
・変

更
す

る

乗
降

地
点

（停
留

所
）を

設
け

る
公

安
委

員
会

（
警

察
）
、
　

道
路

管
理

者
、

地
権

者
等

に
乗

降
地

点
（
停

留
所

）
設

置
に

問
題

な
い

か
確

認

下 関 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 で 協 議 ・ 報 告

●
営

業
区

域
内

に
地

点
を

設
置

す
る

場
合

道
路

運
送

法
の

手
続

き
は

必
要

な
し

※
発

車
時

刻
も

し
く

は
到

着
時

刻
ま

た
は

運
行

間
隔

時
間

の
変

更
を

伴
う

場
合

は
、
営

業
区

域
内

に
設

置
す

る
場

合
で

も
手

続
き

が
必

要

運 行 エ リ ア 案 の 作 成

運
賃

の
届

出
（
3

0
日

間
）

運 賃 ・ 料 金

運
賃

・料
金

案
の

作
成

法
定

協
議

会
等

に
お

け
る

合
意

形
成

プ
ロ

セ
ス

事
業

者
に

よ
る

運
輸

局
へ

の
手

続
き

停 留 所 ・ 乗 降 地 点

新
設

や
移

設

に
向

け
た

検
討

道
路

管
理

者
・

公
安

委
員

会
・

地
権

者
等

と
の

事
前

協
議

名
称

変
更

に

向
け

た
検

討

※
私

有
地

に
設

置
す

る
場

合
、

地
権

者
の

承
諾

書
が

必
要

当
該

地
域

の

住
民

や
地

先
に

説
明

路
線

の
認

可
申

請
（1

ヶ
月

前
）

運
行

系
統

の
届

出
（3

0
日

間
）

運
行

時
刻

の
届

出
（事

後
）

運
賃

の
届

出
（3

0
日

間
）

  停
留

所
の

届
出

（事
後

）

停
留

所
間

の
キ

ロ
程

の
届

出
（事

後
）

下 関 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 で 協 議 ・ 報 告

資
料

：「
地

域
公

共
交

通
会

議
等

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
（
国

土
交

通
省

中
部

運
輸

局
）
に

基
づ

き
下

関
市

作
成

＜
バ
ス
路
線
等
の
見
直
し
プ
ロ
セ
ス
例
＞
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２
．
地
元
意
見
交
換
会
の
開
催
状
況
及
び
主
な
ご
意
見
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■
　
地
元
意
見
交
換
会
の
開
催
状
況
及
び
主
な
ご
意
見

2
0

2
5

（令
和

7
）年

地
区

会
場

参
加

者

4
月

7
日

(月
)

東
部

・中
央

部
ｶﾗ

ﾄ
ﾋ
ﾟｱ

5
階

会
議

室
Ｅ

１
０

名

4
月

8
日

(火
)

豊
田

豊
田

総
合

支
所

　
第

３
会

議
室

７
名

4
月

9
日

(水
)

菊
川

菊
川

総
合

支
所

　
会

議
室

２
・
３

４
２

名

4
月

1
5

日
(火

)
北

部
北

部
公

民
館

第
２

研
修

室
５

名

4
月

1
8

日
(金

)
山

陽
市

役
所

本
庁

舎
西

棟
５

階
大

会
議

室
５

名

4
月

2
2

日
(火

)

彦
島

彦
島

公
民

館
　

５
階

研
修

室
６

名

豊
浦

豊
浦

総
合

支
所

５
名

4
月

2
3

日
(水

)
山

陰
勝

山
公

民
館

　
第

１
研

修
室

９
名

4
月

2
4

日
(木

)
豊

北
豊

北
総

合
支

所
　

２
階

会
議

室
１
５

名

5
月

7
日

(水
)

西
部

西
部

公
民

館
　

第
２

研
修

室
８

名

■
地

元
意

見
交

換
会

（開
催

状
況

）

⇒
１
１
地

区
自

治
連

合
会

を
対

象
に

１
０

箇
所

で
開

催
。
参

加
者

総
数

１
０

９
名
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■
　
地
元
意
見
交
換
会
の
開
催
状
況
及
び
主
な
ご
意
見

地
区

主
な

ご
意

見

東
部

・中
央

部
・
ま

ち
づ

く
り

と
連

動
し

た
計

画
策

定
の

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
し

た
。

・
計

画
に

基
づ

く
具

体
施

策
（
自

動
運

転
等

）
を

実
施

す
る

際
は

、
交

通
事

業
者

任
せ

で
な

く
、
市

が
積

極
的

に
主

導
し

て
欲

し
い

。
・
公

共
交

通
の

運
賃

を
安

く
し

、
高

齢
者

の
外

出
を

支
援

し
て

欲
し

い
。

豊
田

・タ
ク

シ
ー

が
、
夜

2
0

時
ご

ろ
ま

で
し

か
利

用
で

き
な

い
た

め
、
飲

食
店

へ
出

か
け

ら
れ

な
い

。
・生

活
バ

ス
は

、
前

日
ま

で
の

予
約

が
い

る
た

め
、
簡

単
に

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

菊
川

・県
立

高
校

の
再

編
や

中
学

校
と

小
学

校
の

統
合

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
通

学
が

困
難

と
な

っ
て

い
る

。
教

育
の

問
題

に
つ

い
て

も
考

え
て

ほ
し

い
。

北
部

・R
6

.3
月

に
武

久
に

Ｊ
Ｒ

を
跨

い
だ

橋
が

開
通

し
た

。
橋

を
利

用
し

た
路

線
の

見
直

し
は

で
き

な
い

か
。

・山
陰

線
が

4
0

分
に

1
本

し
か

な
い

の
で

、
利

便
性

を
良

く
し

て
ほ

し
い

。
・J

R
幡

生
駅

は
、
急

な
階

段
し

か
な

く
高

齢
者

が
利

用
し

づ
ら

い
。
新

市
立

病
院

と
の

関
係

も
あ

る
こ

と
か

ら
、
急

い
で

改
善

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

山
陽

・地
域

に
高

齢
者

が
多

い
た

め
、
今

後
、
車

で
移

動
で

き
な

い
人

が
毎

年
増

え
て

く
る

。
地

域
の

移
動

手
段

の
方

向
性

を
考

え
て

欲
し

い
。

・地
域

で
買

い
物

を
し

た
り

で
き

る
循

環
ル

ー
ト

が
出

来
れ

ば
良

い
と

思
う

。

彦
島

・道
路

が
狭

い
の

で
、
大

き
な

バ
ス

が
狭

い
道

に
入

っ
て

き
て

困
る

。
小

型
を

新
た

に
増

や
す

の
で

な
く

、
車

両
の

サ
イ

ズ
を

検
討

し
て

ほ
し

い
。

・移
動

す
る

際
に

、
乗

り
換

え
が

必
要

な
状

況
が

あ
る

。
料

金
も

上
が

る
し

、
便

も
少

な
い

た
め

、
循

環
方

式
等

、
検

討
し

て
ほ

し
い

。

豊
浦

・
団

地
内

を
サ

ン
デ

ン
交

通
が

運
行

し
て

い
る

が
、
朝

夕
し

か
便

が
な

い
た

め
、
高

齢
者

の
中

に
は

買
い

物
難

民
が

出
始

め
て

い
る

。
・地

域
外

の
方

か
ら

は
駅

前
の

バ
ス

停
が

分
か

り
に

く
い

と
の

こ
と

。
J
R

川
棚

温
泉

駅
の

構
内

に
バ

ス
停

を
移

動
で

き
な

い
か

。

山
陰

・路
線

の
廃

止
に

つ
い

て
、
乗

車
人

数
が

少
な

く
、
赤

字
等

の
実

情
は

分
か

る
が

、
利

用
者

に
一

言
の

相
談

も
無

く
事

後
報

告
で

あ
っ

た
。

・人
口

減
少

、
高

齢
化

、
人

件
費

高
騰

と
い

っ
た

な
か

、
運

転
手

も
高

齢
化

し
乗

客
が

減
っ

て
い

く
の

は
分

か
っ

て
い

る
。
住

民
と

し
て

何
か

で
き

る
こ

と
は

な
い

の
か

。
・施

策
に

つ
い

て
、
検

討
と

あ
わ

せ
、
ト

ラ
イ

＆
エ

ラ
ー

で
や

っ
て

、
や

り
な

が
ら

修
正

し
広

げ
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

豊
北

・
夕

方
1
8

時
以

降
に

な
る

と
、
タ

ク
シ

ー
を

呼
ん

で
も

こ
な

い
。

・
粟

野
地

区
に

住
ん

で
い

る
が

、
現

在
、
路

線
バ

ス
も

生
活

バ
ス

も
通

っ
て

い
な

い
。

・J
R

に
つ

い
て

、
滝

部
駅

、
阿

川
駅

は
高

架
橋

に
な

っ
て

い
る

が
、
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

。
利

用
者

も
高

齢
化

が
進

み
、
高

架
橋

を
渡

る
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て

き
て

い
る

。

西
部

・山
間

部
の

住
民

が
駅

や
バ

ス
通

り
ま

で
出

る
の

は
大

変
な

の
で

、
公

共
交

通
は

現
状

維
持

で
は

な
く

、
な

ん
ら

か
の

策
を

練
っ

て
ほ

し
い

。
・下

関
市

全
体

を
考

え
る

と
、
バ

ス
を

小
型

化
に

す
る

と
か

、
循

環
バ

ス
く

ら
い

は
な

い
と

困
る

。

■
地

元
意

見
交

換
会

（主
な

ご
意

見
）
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３
．
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
概
要
及
び
主
な
ご
意
見
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■
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
概
要
及
び
主
な
ご
意
見

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

（実
施

概
要

）

●
実

施
期

間

　
　

令
和

７
年

４
月

７
日

（
月

）
～

５
月

７
日

（水
）

●
実

施
場

所

　
　

市
役

所
本

庁
、
各

総
合

支
所

、
本

庁
管

内
１
２

支
所

、
中

央
図

書
館

、
し

も
の

せ
き

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

、
　

　
下

関
市

民
セ

ン
タ

ー
、
市

Ｈ
Ｐ

●
意

見
の

提
出

状
況

　
　

意
見

書
提

出
者

：１
６

名

　
　

意
見

数
　

　
　

 　
：４

４
件

●
主

な
ご

意
見

と
市

の
考

え
方

　
・高

齢
化

に
伴

う
移

動
手

段
の

確
保

に
関

す
る

内
容

　
・バ

ス
の

路
線

や
運

賃
、
利

便
性

向
上

に
関

す
る

内
容

　
・駅

、
鉄

道
の

利
便

性
向

上
に

関
す

る
内

容

⇒
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
計

画
の

一
部

を
修

正
す

る
と

と
も

に
、
利

便
増

進
に

関
す

る
内

容
に

つ
い

て
は

　
今

後
策

定
を

予
定

し
て

お
り

ま
す

「下
関

市
地

域
公

共
交

通
利

便
増

進
実

施
計

画
」
に

お
い

て
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。

■
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

（実
施

結
果

）
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４
．
原
案
か
ら
の
主
な
変
更
点
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■
　
原
案
か
ら
の
主
な
変
更
点

●
タ

ク
シ

ー
運

転
手

の
平

均
年

齢
を

記
載

⇒
山

口
県

に
お

け
る

タ
ク

シ
ー

運
転

手
　・

全
産

業
労

働
者

の
平

均
年

齢
　 

資
料

を
追

加

資
料

：
一

般
社

団
法

人
 全

国
ハ

イヤ
ー

・タ
クシ

ー
連

合
会

HP

パ
ブ

リッ
ク

コメ
ン

トに
て

■
タ

ク
シ

ー
事

業
者

の
運

転
手

の
年

齢
に

つ
い

て
も

資
料

を
追

加
して

下
さ

い
。

（
参

考
）

サ
ン

デ
ン

交
通

、ブ
ル

ー
ラ

イ
ン

交
通

の
運

転
手

年
齢

構
成

資
料

は
2-

25
ペ

ー
ジ

に
記

載
）

●
観

光
客

の
現

状
及

び
課

題
、施

策
の

整
理

■
下

関
市

ま
で

の
来

訪
手

段
及

び
市

内
の

移
動

手
段

の
資

料
を

追
加

■
公

共
交

通
の

現
状

と課
題

、施
策

の
追

加

■
公

共
交

通
の

現
状

と課
題

　○
自

動
車

利
用

の
観

光
客

へ
の

対
応

　　
→

公
共

交
通

機
関

の
利

用
促

進
等

■
施

策
の

追
加
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■
　
原
案
か
ら
の
主
な
変
更
点

●
幡

生
駅

の
バ

リア
フリ

ー
化

⇒
地

域
別

の
方

向
性

（
市

街
地

地
域

）
及

び
 施

策
へ

の
追

記

パ
ブ

リッ
ク

コメ
ン

トに
て

■
「新

市
立

病
院

の
統

合
移

転
が

計
画

さ
れ

て
い

る
JR

幡
生

駅
周

辺
」

に
つ

い
て

言
及

さ
れ

て
い

ま
す

が
、病

院
を

利
用

す
る

高
齢

者
・障

が
い

者
の

た
め

の
バ

リア
フリ

ー
化

が
全

く進
ん

で
い

な
い

よ
うに

思
い

ま
す

。
幡

生
駅

の
バ

リア
フリ

ー
化

に
な

ぜ
言

及
さ

れ
な

い
の

で
しょ

うか
。

●
下

関
市

土
地

管
理

構
想

（
豊

田
・豊

北
地

域
）

■
下

関
市

土
地

管
理

構
想

（
豊

田
・豊

北
地

域
）

の
記

載
を

追
加
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■
　
原
案
か
ら
の
主
な
変
更
点

●
免

許
返

納
者

へ
の

施
策

の
追

加
●

用
語

解
説

の
追

加

■
施

策
の

追
加

■
現

状
と課

題
（

2-
49

ペ
ー

ジ
）

○
高

齢
化

に
伴

う免
許

返
納

者
の

増
加

→
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
、利

用
促

進

■
免

許
返

納
者

へ
の

利
用

促
進

策
の

検
討

　・
運

転
免

許
を

返
納

した
方

を
対

象
に

、公
共

交
通

機
関

の
利

用
促

進
を

図
る

施
策

に
つ

い
て

検
討

しま
す

。

パ
ブ

リッ
ク

コメ
ン

トに
て

■
「共

創
」と

い
う単

語
が

16
ヶ所

登
場

しま
す

が
、そ

も
そ

も
共

創
とは

何
な

の
で

しょ
うか

。

⇒
用

語
解

説
の

追
加

　わ
か

りに
くい

単
語

に
つ

い
て

、巻
末

に
解

説
を

追
加


